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渡
等
を
行
な
う
、
④
②
お
よ
び
③
の
取
組
み
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
指
定
支
援
法
人
か
ら

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
早
期
是
正
措
置

が
発
動
さ
れ
る
よ
り
も
早
い
段
階
（
自
己
資
本
比

率
八
％
未
満
等
）
で
経
営
改
善
等
に
取
組
む
こ
と

に
よ
り
、
個
別
Ｊ
Ａ
の
経
営
健
全
化
と
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
全
体
の
信
頼
性
の
維
持
・
向
上
を
は

か
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　

二 　
　
基
本
方
針
の
具
体
的
運
用

　・

　
�
経
営
状
況
の
点
検

　

経
営
状
況
の
点
検
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
は
、
破

綻
未
然
防
止
策
の
基
盤
で
あ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
全
国
統
一
の
基

準
に
基
づ
き
厳
格
に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

県
内
の
実
情
に
応
じ
基
準
を
引
き
下
げ
る
弾
力

運
用
は
行
な
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
一
方
で
、
県

内
の
合
意
を
得
ら
れ
れ
ば
、全
国
基
準
よ
り
厳
し
い

県
内
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
し
て
い
る
。

　
�
資
金
運
用
制
限
の
ル
ー
ル

　

資
金
運
用
制
限
は
、
当
該
組
合
の
リ
ス
ク
耐
性

力
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
等
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
、

問
題
が
解
決
す
る
ま
で
リ
ス
ク
・
テ
イ
ク
を
制
限
・

停
止
し
、
経
営
状
態
の
さ
ら
な
る
悪
化
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
経
営
改
善
の
実
現
性
確
保
を
は
か

　

い
よ
い
よ
今
月
か
ら
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

の
柱
は
、
実
効
性
の
あ
る
破
綻
未
然
防
止
策
の
確

立
と
一
体
的
事
業
推
進
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、

破
綻
未
然
防
止
策
に
焦
点
を
あ
て
て
、
今
後
の
具

体
的
取
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

　

一 　
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
概
要

　・

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
一
二
月
の

農
林
中
金
の
総
代
会
で「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」

（
以
下
、
基
本
方
針
と
い
う
）
を
決
定
し
た
。
基
本

方
針
は
、
第
二
二
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
以
来
検
討
を

続
け
て
き
た
「
破
綻
未
然
防
止
策
の
た
め
の
自
主

ル
ー
ル
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
法
（
農
林
中
央
金
庫
と
特
定
農
業
協

同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に

関
す
る
法
律
）
に
よ
り
法
的
な
裏
付
け
を
得
た
も

の
で
あ
る
。

　

基
本
方
針
に
基
づ
く
破
綻
未
然
防
止
策
の
骨
子

は
、
Ｊ
Ａ
・
信
連
は
①
農
林
中
金
に
基
本
方
針
の

定
め
に
基
づ
く
経
営
管
理
資
料
の
提
出
等
に
よ
る

経
営
状
況
の
報
告
を
行
な
う（
経
営
状
況
の
点
検
）、

②
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
所
定
の
資
金

運
用
制
限
や
経
営
改
善
策
を
実
行
す
る
、
③
一
定

の
基
準
に
該
当
す
る
経
営
継
続
上
の
重
大
な
問
題

が
生
じ
た
場
合
に
は
六
ヶ
月
以
内
に
信
用
事
業
譲

る
も
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
ル
ー
ル
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
営
農

資
金
等
の
組
合
員
に
と
っ
て
必
要
な
資
金
に
つ
い

て
の
対
応
が
課
題
と
な
る
。

　
�
経
営
改
善
の
ル
ー
ル

　

経
営
改
善
の
取
組
み
で
は
、
基
準
に
該
当
す
る

す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
中
央
本

部
お
よ
び
県
本
部
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
本
部
と

い
う
）
か
ら
改
善
指
導
を
行
な
う
の
が
基
本
で
あ

り
、
収
益
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
も
例
外
で
は

な
い
。
こ
の
場
合
の
経
営
改
善
は
、
増
資
や
資
本

注
入
に
よ
っ
て
単
に
自
己
資
本
比
率
を
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
の
収

益
構
造
を
根
本
的
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
経
営
改
善
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
他

事
業
に
関
す
る
事
項
や
経
営
全
般
に
関
す
る
事
項

が
含
ま
れ
る
た
め
、
中
央
会
系
統
と
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
。

　

収
益
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
中
央
会
系
統

で
は
、
平
成
一
四
年
度
（
一
三
年
度
決
算
）
は

「
二
期
連
続
し
て
当
期
利
益
、経
常
利
益
が
大
幅
赤

字
で
、
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
自
立
的
な
経
営
を
維

持
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る
Ｊ
Ａ
」
に
つ
い
て
、

全
国
段
階
で
要
改
善
Ｊ
Ａ
（
重
点
指
導
先
）
を
決

定
す
る
、
と
整
理
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
収
益
状
況
に
問
題
が
あ
る
が
、
資
金

運
用
制
限
の
基
準
に
該
当
せ
ず
、
中
央
会
の
定
め

る
要
改
善
Ｊ
Ａ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
は
、
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
本
部
か
ら
基
準
へ
の
該
当
を
通
知
し
、
当

該
Ｊ
Ａ
で
自
主
的
な
経
営
改
善
に
取
組
む
こ
と
に

調
査
・
研
究
紹
介

調
査
・
研
究
紹
介

　
　
　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
に
あ
た
っ
て

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
に
あ
た
っ
て
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な
る
。
も
っ
と
も
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
第
二

二
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
「
平
成
一
七
年
度
を
期
限

と
し
た
事
業
部
門
単
位
の
独
立
採
算
制
の
確
立
」

を
決
議
し
、
行
動
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
た
め
、
部
門
収
支
の
改
善
の
問
題
は
、

中
央
会
を
中
心
に
着
実
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

　
�
組
織
統
合
の
ル
ー
ル

　

実
質
自
己
資
本
比
率
が
四
％
未
満
で
あ
っ
た
り
、

体
制
不
備
や
検
査
・
監
査
の
指
摘
内
容
が
経
営
継

続
に
支
障
を
来
す
重
大
な
問
題
で
あ
る
場
合
等
に

つ
い
て
は
、
中
央
本
部
よ
り
組
織
統
合
（
事
業
譲

渡
等
）
の
勧
告
を
行
な
い
、
六
ヶ
月
以
内
に
実
行

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
に
は
、
早
期
是
正
措
置
発
動

（
自
己
資
本
比
率
四
％
未
満
）に
猶
予
措
置
は
な
く
、

ま
た
当
該
組
合
の
個
別
名
が
公
表
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
さ
れ
た
時
点
で
、
当
該

組
合
の
対
処
方
針
を
同
時
に
発
表
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
Ｊ
Ａ

の
場
合
は
信
連
へ
の
事
業
譲
渡
を
基
本
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
前
に
合
併
の
方
針
が
決

定
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

合
併
に
よ
る
組
織
統
合
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意

味
か
ら
も
、
日
頃
の
経
営
点
検
が
重
要
で
あ
る
。

　
�
指
定
支
援
法
人
の
支
援

　

指
定
支
援
法
人
に
よ
る
支
援
は
、
経
営
改
善
に

取
組
む
組
合
、
お
よ
び
組
織
統
合
に
よ
り
不
振
組

合
の
受
け
皿
と
な
る
組
合
に
対
す
る
資
本
注
入
を

基
本
と
す
る
。
資
本
注
入
は
一
定
期
間
内
（
一
〇

年
以
内
を
想
定
）
に
確
実
に
返
済
原
資
を
確
保
し
、

返
済
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

組
合
の
基
礎
的
な
収
益
力
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
自
力
再
建
の
た
め
の
資
本
注
入
に

つ
い
て
は
、
経
営
体
制
の
刷
新
、
自
力
で
の
内
部

留
保
の
積
み
上
げ
を
資
本
注
入
の
前
提
条
件
と
し

て
、
安
易
な
注
入
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
に
、
万
が
一
経
営
破
綻
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
貯
金
保
険
機
構
の
支
援
（
ペ

イ
オ
フ
発
動
）
に
加
え
、
指
定
支
援
法
人
か
ら
の

資
金
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
こ
の

場
合
、
前
記
の
と
お
り
経
営
破
綻
の
事
実
は
即
刻

実
名
で
公
表
さ
れ
る
た
め
、
全
国
の
貯
金
者
の
動

揺
を
防
ぐ
観
点
か
ら
、
系
統
と
し
て
即
座
に
処
理

方
針
・
支
援
ス
キ
ー
ム
を
発
表
す
る
必
要
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
系
統
側
の
支
援
は
指
定
支
援
法
人
か
ら

の
支
援
を
基
本
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
ペ
イ
オ
フ

解
禁
後
の
破
綻
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
資
金
援
助
の
支
援
を
受
け
た
県
域
に
対

し
て
は
、
一
定
の
期
間
指
定
支
援
法
人
の
拠
出
負

担
金
に
差
を
つ
け
る
方
向
で
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

三 　
　
Ｊ
Ａ
全
体
の
収
益
構
造
の
改
善

　・

　

Ｊ
Ａ
が
金
融
機
関
で
あ
る
以
上
、
仮
に
、
経
済

事
業
等
の
信
用
事
業
以
外
の
赤
字
が
主
因
だ
と
し

て
も
、
自
己
資
本
比
率
が
四
％
を
下
回
る
こ
と
に

な
れ
ば
早
期
是
正
措
置
に
基
づ
く
業
務
改
善
命
令
、

〇
％
を
下
回
る
と
業
務
停
止
命
令
が
発
動
さ
れ
、

結
果
と
し
て
、
経
済
事
業
を
含
め
た
Ｊ
Ａ
の
事
業

基
盤
全
体
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
競
争
激
化
に
よ
り
、
今
後
は
信
用
・

共
済
事
業
の
収
益
も
縮
小
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
信
用
・
共
済
事
業
の
利

益
で
他
の
事
業
の
赤
字
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
自
体
が

困
難
に
な
る
こ
と
も
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
総
合
事
業
体
で
あ
る
Ｊ

Ａ
の
経
営
を
維
持
し
、
農
業
協
同
組
合
と
し
て
の

本
来
使
命
を
果
た
す
た
め
に
も
、
信
用
・
共
済
事

業
に
依
存
し
な
い
安
定
し
た
収
益
構
造
を
実
現
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
第
二
二
回
Ｊ

Ａ
全
国
大
会
で
決
議
し
た
と
お
り
、
事
業
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
等
に
よ
る
「
徹
底
し
た
収
益
改
善
」

に
向
け
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
課
題
と
し
て
正

面
か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

四 　
　
ま
と
め

　・

　

こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開

始
に
む
け
て
基
本
方
針
の
確
定
と
周
知
、
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
本
部
の
設
置
等
の
体
制
整
備
に
取
組
ん
で
き

た
が
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
運
用
の
段

階
に
移
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て

は
、シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
反
省
に
立
ち
、
運
用
に
従
事
す
る
農
林

中
金
お
よ
び
信
連
は
、
ル
ー
ル
に
従
っ
て
淡
々
と
、
透

明
な
指
導
を
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
基
本
方
針
の
内
容
は
、
環
境
変
化
や

Ｊ
Ａ
経
営
の
実
態
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
運
営
に
と

も
な
っ
て
発
生
す
る
課
題
等
を
踏
ま
え
、
適
宜
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
農
林
中
金
推
進
統
括
部　

戸
高
聖
樹
）
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